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審
議
し
た
主
な
議
案

審
議
し
た
主
な
議
案

　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

２６

算
特
別
委
員
会
（
五
十
嵐
京
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
３
月　

日
、　

日
、

１２

１３

　

日
、　

日
、　

日
、　

日
及
び　

１４

１５

１７

１８

１９

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

２４
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
の
本
会
議
で
は
本
予

算
に
対
す
る
組
替
え
動
議
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
起
立
採
決
の
結
果
、

起
立
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
理
由
の
第
１
は
、
国
保
税

増
税
な
ど
、
市
民
生
活
に
冷
た
い
予

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

２６

閉会中の委員会日程及び審査案件

議会運営委員会

平成２６年４月１４日（月）午前１０時
平成２６年５月２７日（火）午後２時
▶ごみ対策に係る諸問題の調査
▶議会基本条例が制定されるまでの間の議会報告
会の定期的試行を求める陳情書
▶議会基本条例を遅くとも２０１４年度までに制定す
るよう求める陳情書
▶ごみ問題の解決を促進し、また、ごみを大幅に
減量すべく、市議会に特別委員会を設置するこ
とを求める陳情書
▶議会改革に関する諸問題の調査
①次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日
割等、議会運営に関する調査
②議会の会議規則、委員会条例等に関する調査
③議会運営に関する議長の諮問事項について

建設環境委員会

平成２６年４月２８日（月）午前１０時
▶市道１８号線の道路区域境界線の一部（梶野町４
丁目２１－１５から同４丁目２１－１７）について区域
決定の見直しの陳情書
▶可燃ごみの積み替え運搬に関する陳情書
▶所管事務調査（ごみ処理対策及び資源循環型社
会形成に係る諸問題の調査）
▶所管事務調査（駅周辺のまちづくりに係る諸問
題の調査）
▶所管事務調査（小金井市の環境政策推進とエネ
ルギーに係る諸問題の調査）

厚生文教委員会

平成２６年５月１２日（月）午前１０時
▶認可保育園増設に関する陳情書
▶認可外保育施設利用者に対する補助拡充に関す

る陳情書
▶所管事務調査（子どもに関する諸問題の調査）

行財政改革調査特別委員会

平成２６年５月１５日（木）午前１０時
▶市役所職員の「５５歳昇給抑制」の即時実施を求
める陳情書
▶行財政改革調査特別委員会において小金井市財
政の見通しを明らかにすることを求める陳情書
▶行財政改革に係る諸問題の調査

総務企画委員会

平成２６年５月２３日（金）午前１０時
▶市役所庁舎建設を促進し、賃借庁舎から早期に
脱却することを求める陳情書
▶消費税の増税分の使途の明確化を求める陳情書
▶庁舎建設予定地北側隣接の高架下スペースを市
として活用すること等を求める陳情書

何
よ
り
、
本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
可
燃
ご
み
共
同
処
理
事
業
負
担
金

が
確
保
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
随
所
に

市
民
要
望
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
努

力
が
見
ら
れ
る
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

ま
ず
、
職
員
再
任
用
制
度
の
フ
ル

タ
イ
ム
化
と
主
任
の
導
入
に
反
対
す

る
。
導
入
に
よ
り
新
年
度
の
新
規
採

用
が
大
幅
に
減
員
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

過
去
最
悪
で
東
京
都
で
も
ワ
ー
ス
ト

状
態
の
保
育
園
待
機
児
童
数
に
対
し
、

何
ら
危
機
感
を
感
じ
ら
れ
な
い
予
算

で
あ
る
。
待
機
児
童
数
は
予
算
編
成

時
期
に
予
測
で
き
た
は
ず
。
一
層
の

緊
張
感
と
全
体
的
な
見
通
し
を
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

可
燃
ご
み
共
同
処
理
事
業
負
担
金
、

次
世
代
育
成
支
援
、
貫
井
北
セ
ン
タ

ー
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、
課
題
解
消

へ
の
取
組
は
評
価
す
る
が
、
保
育
園

待
機
児
問
題
の
対
応
が
遅
く
、
第
３

次
行
革
大
綱
後
の
方
向
性
も
示
せ
て

い
な
い
。
人
件
費
削
減
で
捻
出
し
た

財
源
を
活
用
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民

に
示
し
、
課
題
解
消
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

可
燃
ご
み
処
理
委
託
料
、
可
燃
ご

み
共
同
処
理
事
業
に
要
す
る
経
費
、

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
負
担

金
、
新
庁
舎
建
設
に
要
す
る
経
費
等
、

賛
成
項
目
は
あ
る
が
、
以
下
の
理
由

で
反
対
。
失
政
の
結
果
の
第
二
庁
舎

借
上
料
、
放
射
能
測
定
に
要
す
る
経

費
の
不
足
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

増
床
予
算
の
未
計
上
、
待
機
児
童
解

消
予
算
の
不
足
等
、
不
適
切
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

反
対
す
る
理
由
は
２
つ
あ
る
。
①

待
機
児
童
発
生
率
が
２
年
連
続
で
多

摩　

市
ワ
ー
ス
ト
の
中
、
待
機
児
童

２６

解
消
に
向
け
て
の
予
算
措
置
が
充
分

で
は
な
い
た
め
。
②
事
あ
る
ご
と
に

財
政
危
機
を
連
呼
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
業
の
目
標
設
定
と
評
価
及

び
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
仕
組
み
が
な
く
、

新
規
事
業　

件
・
廃
止
事
業
４
件
と

６２

い
う
の
は
合
理
性
が
な
い
た
め
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

２６

務
企
画
委
員
会（
中
山
克
己
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月　

日
及
び　

日
の

１１

１９

委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
定
年
退
職
を
迎

え
た
職
員
を
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
が

可
能
な
職
員
と
し
て
再
任
用
す
る
た

め
に
必
要
な
制
度
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２４

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
み
ん
な
の
党
）

　

市
役
所
正
規
職
員
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る

再
任
用
職
員
を
優
遇
し
、
年
収
を
最

大　

万
円
引
き
上
げ
る
内
容
で
あ
り
、

１１４
反
対
す
る
。
市
長
側
は
再
任
用
職
員

の
活
用
で
「
新
陳
代
謝
を
図
る
」
と

主
張
す
る
が
、
若
者
や
生
産
年
齢
の

市
民
の
雇
用
枠
を
圧
迫
し
て
新
陳
代

謝
に
つ
な
が
る
と
い
う
理
屈
は
、
怒

り
を
通
り
越
し
て
あ
き
れ
る
も
の
で

は
な
い
か
。
市
民
は
納
得
し
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

再
任
用
に
よ
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
の
維
持
は
担
保
さ
れ
、
勤
務
時

間
に
応
じ
た
支
給
、
昇
給
は
し
な
い

た
め
人
件
費
抑
制
に
つ
な
が
る
。
再

任
用
制
度
は
、
年
金
支
給
開
始
年
齢

の
引
上
げ
を
背
景
に
、
高
年
齢
者
が

社
会
の
支
え
と
し
て
活
躍
で
き
る
労

働
環
境
整
備
を
目
的
と
す
る
社
会
の

要
請
で
あ
り
、
本
市
の
み
導
入
し
な

い
合
理
的
な
理
由
は
見
出
せ
な
い
。

職
員
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
化
に
賛
成
す

る
理
由
は
ま
ず
社
会
的
背
景
に
あ
る
。

超
高
齢
化
・
少
子
化
の
日
本
で
は
生

産
年
齢
人
口
の
割
合
が
減
り
、　

歳
６０

代
の
働
く
環
境
づ
く
り
が
必
要
。
職

員
の
大
量
退
職
期
が
過
ぎ
、
平
均
年

齢
低
下
と
職
務
熟
達
職
員
の
減
少
は

市
政
運
営
上
の
課
題
。
行
革
上
も
年

間
数
百
万
～
千
万
円
単
位
で
の
財
政

効
果
が
推
定
さ
れ
る
の
で
賛
成
す
る
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

２６

生
文
教
委
員
会（
板
倉
真
也
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
７
日
の
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
改
正
は
、
昭
和
病
院
組
合
病
院

事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
を

適
用
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２４

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

公
立
昭
和
病
院
の
皆
様
の
多
大
な

ご
努
力
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
。
病
院
事
業
は
採
算
性
も
低
く
、

保
健
衛
生
行
政
・
民
生
行
政
な
ど
、

地
方
公
共
団
体
の
一
般
行
政
と
の
関

係
が
密
接
な
の
で
公
営
企
業
法
の
一

部
適
用
が
適
当
と
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
黒
字
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
経
営
的
理
由
の
み
で
全
部
適
用

に
変
え
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

昭
和
病
院
組
合
規
約
の

全
部
改
正
に
つ
い
て

算
で
あ
る
た
め
。
第
２
は
、
学
校
給

食
費
の
値
上
げ
な
ど
、
消
費
税
増
税

に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
な
く

す
努
力
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
。
第

３
は
、
財
政
が
大
変
と
言
い
市
民
へ

の
負
担
増
を
計
画
す
る
一
方
、
大
規

模
事
業
は
財
源
計
画
が
な
い
ま
ま
見

直
そ
う
と
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

平
成　

年
度
か
ら
の
税
制
改
正
に

２６

よ
り
穏
や
か
な
景
気
回
復
は
見
込
め

る
も
の
の
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
不

透
明
感
は
否
め
な
い
。
こ
う
し
た
中
、

待
機
児
童
対
策
、
新
庁
舎
建
設
、
貫

井
北
セ
ン
タ
ー
運
営
、
新
小
金
井
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
係
る
予
算
な
ど
、

総
枠
を
増
や
す
こ
と
な
く
健
全
な
編

成
に
努
め
た
。
消
費
税
の
影
響
に
つ

い
て
は
平
成　

年
度
以
降
に
期
待
。

２７

反
対
討
論
（
要
旨
）

百
瀬
和
浩
（
み
ん
な
の
党
）

　

可
燃
ご
み
共
同
処
理
事
業
負
担
金

や
新
庁
舎
建
設
に
要
す
る
経
費
の
計

上
は
、
大
き
な
課
題
解
決
に
向
け
た

予
算
と
し
て
大
い
に
評
価
す
る
。
し

か
し
、
危
機
的
な
財
源
不
足
と
の
認

識
を
持
ち
な
が
ら
、
人
件
費
の
削
減
、

各
種
事
業
の
見
直
し
、
補
助
金
・
交

付
金
の
再
検
証
が
不
十
分
で
あ
る
。

行
政
の
大
胆
な
思
考
の
転
換
を
求
め

る
た
め
、
本
予
算
に
は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

本
予
算
で
は
、
一
般
財
源
の
支
出

を
削
減
す
る
一
方
、
少
子
高
齢
化
対

策
や
地
球
温
暖
化
対
策
、
防
災
減
災

対
策
の
予
算
等
、
限
ら
れ
た
行
財
政

資
源
の
的
確
な
計
上
に
努
め
て
い
る
。

一般会計　予算額
351億5,000万円
一般会計　予算額
351億5,000万円

歳  出

歳  入

市税
197億7,907万円

56.3%

市税
197億7,907万円

56.3%

民生費
157億7,111万円

44.9%

民生費
157億7,111万円

44.9%

都支出金 49億7,672万円 14.2%
国庫支出金
48億6万円 13.7%
地方消費税交付金
14億3,400万円 4.1%
市債
9億1,820万円 2.6%
その他
32億4,196万円 9.1%

衛生費 36億4,165万円 10.4%

消防費 15億6,287万円 4.4%
議会費 3億8,411万円 1.1%
その他 4億8,870万円 1.4%

公債費 29億5,385万円 8.4%
土木費 33億1,436万円 9.4%
総務費 33億9,922万円 9.7%
教育費 36億3,413万円 10.3%

※金額は千円以下
を四捨五入して
います。

　

３
月　

日
の
本
会
議
に
お
い

２４

て
、
川
上
秀
一
氏
を
副
市
長
と

し
て
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
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